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荒川の人
家族や友人に支えられ、
あらかわの街で花開いた類まれな才能。

よしいけ

2004年荒川区町屋生まれ。幼いころから数々のアマチュア大会で輝かしい成績を残す。2015年9月、新進棋士奨励会入会（6級）。2021年10月、三
段に昇段。2023年、加古川青流戦準優勝。2024年9月、第75回三段リーグで2位となる14勝 4敗の成績を収め、10月1日、四段昇段（プロ入り）。
荒川区出身でもある室岡克彦八段の門下として初の棋士となる。棋士番号は344

棋士　吉池隆真さん

第277回

上で繰り広げられる頭脳の格闘技、将棋。
いま、二十歳になったばかりの青年が棋界

に新たな一歩を踏み出そうとしています。真部一
男九段、室岡克彦八段以来、43年ぶり3人目とな
る荒川区出身の棋士となった吉池隆真四段にお
話を伺いました。

　「大きくなったら都電の運転手さんになって、両
親を乗せてあげたいと思っていました」と、幼いこ
ろの夢をはつらつと明かしてくれた吉池さん。
　将棋との出会いは小学1年のころ、学童保育で
友人から指し方を教えてもらったことがきっかけ
でした。「2人の兄の影響で始めたサッカーと同じ
くらい、深く物事を考えることが好きだったので、

自分の性格に合っていたんだと思います」。同じ
荒川区出身の室岡克彦八段が講師を務める「荒
川こども将棋教室」と並行して「もっとたくさんの
人と指したい」という強い想いから、千駄ヶ谷の将
棋道場にも通うように。小学2、3年のころには棋
士になることが新しい夢になっていました。
　めきめきと力をつけ、棋士の養成機関「奨励会」
へ。当時5年生で周囲は年上ばかり。そこで待って
いたのは、プロになれるのは約2割、「東大に合格
するよりも難しい」ともいわれる厳しい勝負の世界
でした。「実力が伸びる時期だったこともあり、入
会当初は勝てたのですが、2年ほど経つと苦戦が
続き、泣いて帰ってくることも。メンタルが追い込
まれたときは学校でおしゃべりしたり、遊んだりし
て、将棋から距離を置くことでリフレッシュしてい
ました。友だちの支えは大きかったです」
　昨年の三段リーグ戦で、40数人の中の上位2人
しかプロになれない狭き門を見事突破。晴れて棋
士の仲間入りを果たします。「両親は『自分のやり
たいようにやりなさい』と、あたたかく見守ってく
れました。そのおかげで、のびのびと打ち込むこと
ができましたが、心配もかけたと思います」。師匠
でもある室岡八段からは「まだ最初の一歩。これ
からも精進するように」と、激励の言葉をかけら
れたそうです。
　新人棋士の対局は年間30局ほど。対局以外の
時間の多くは研究に充てられますが、これからは
イベントなど盤外の活動も大事な仕事に。「声援
は大きな力になるので、応援していただけるとうれ
しいですね。対局を観戦して楽しむ『観る将』で
もいいし、スマホのゲームでもいいと思うので、多
くの人に将棋に親しんでほしいです」

　生まれ育った町屋からは離れたものの、生活の
拠点はいまも変わらず荒川区。気分転換で散歩
に出掛けると、思い出がいっぱいの町屋の方向に
自然と足が向くそうです。「自分がそうだったよう
に、子どもたちが尾久の原公園などで走り回る姿
が思い浮かぶので、元気な街というのが、あらか
わのイメージ。指導のお手伝いをしている荒川こ
ども将棋教室の子どもたちも、とにかく元気いっ
ぱいです。お年寄りとのふれあいから得られる学
びもあるので、あらかわの街は人間的な成長もで
きる場所だと思います」
　夢を叶えて挑む、実力がすべての世界。さらな
る高みをめざし、吉池さんは闘志を燃やします。
「努力、才能すべてを兼ね備えた藤井聡太先生は、
プロとして上を狙う以上、いつかは倒さなくてはな
らない存在。まだ戦える場所にいないので、今年
の目標は着実に段位を上げること。新人だからこ
そ、がむしゃらにやっていきたいです」
　吉池隆真さんはこれからも、あらかわの街で気
力を養い、棋力を磨いていきます。

りゅうま

「東大合格より難しい」
棋士の世界へ

これまでもこれからも
元気な街あらかわで

盤

対局中の吉池さん。得意戦法は右玉。　　　　　　  写真提供：日本将棋連盟

吉池隆真さんの
　お気に入りの一冊
秘　密
東野圭吾 （文春文庫）
なかなか勝てない時期に気分転換で読んだ一冊です。
ミステリー、人間ドラマの両面で楽しめるところが気に入っています。


